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昨 年１２月7 1:| （ 土）に福鵬di 民 会 館で 行われました第３４回 束北数学教 育学 会年会は

多くの 若い参加者の研究発 表があり 賑やかな学会となり ましたことは，木学会に と。て今

後の学 会の発展を 示唆す るものとして大変 咋ばしいこととがじます。

特に八戸工業 大学の尾崎研究案を あげてのコンピュータアニ メの諸発表は興味深い研究

で した。 その中 で一片発言し ました が時1川がなくてあ まり言い ませ んでした。 しかし，大

事 なことなので，こ の機 会をかりて少 し111卜Ｊてお きたいと思い ます。

それは，ご 存じの先生 方には退屈 なこと になることを恐 れますが,｡ 早稲川大学（当時 ）

小島順 教授（1996 ）は「 微積分入門（）二）（下 ）」（ 日本評論社 ）ではMat ｈｅｌａtｉｃａの出 力

に関連 していろいろ 発言を なされてい ます。 その上巻41 ペ ージで
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が無限 大になると言う意味 は，収 束する早さが問題であ ると記 して あり大変卿味深く感じ

ます。私は このよ うに極限を件 う内容 の小柄は， やはり 視覚的 に11’（知的 に捕 らえさせた後

にε－ δ式論法等 の論理的 な ’7オローがいると思い ます。 しかし， アニ メは一一応 論理的 な

段階 の 岫助的な経過的 なものでし ょうが， そこで終わｰ，て も1 一分意義 があ るでしょう。

ところで，私 のっ たない経験で すが， 初めて ε－δ式論法を知-１たのは昭和21 （j916 ）

年旧 制中学３年疸 の時 でした。 その時 の数 学の先生には東北 大学の大学院学生 の方 々も何

人 もいたと思い ます。当時 の救 科 書は旧 制中学 のものでしたが， ど うい うわけか 課外 授業

的 な授業が国語， 数学， 英語の選 択でなさ れていまし た。 その中で数学は中学校 導任の先

生 も含 めてε－δ式論法の お話しそ してli・の記号 も微分 の概念 も教えられ たので す。多分

学校 の方 針がそうであった ので しょう。 一一方教えられた生徒 の方 もクラ ス全体かど うか分

かりませ んが．ｉ 時の友 人た ちと話 して見ると みんなそれらを かなりの程度理解 していた

と記憶 してい ます。 ここで 大切な ことは， 当峙 の中学 ３年生 で もε－δ式 論法を 理解し ﾌご

と オうりr実 です。 厚 寺の中学生は戦 争の影 響もあり殆ど勉学 する機 会は なか ったはずで す

がこのよ うなこ とが当峙 の中学の一 部であ ったことは大変興味 深い‘μ実だ と思 います。

現 在の中学校・ 商等学 校 の数学 の指導 要領 によれば大分学力的に 昆ると低 下している と

言 われて久 しいで すが， 終戦当時の旧 制巾 学の課外授業的な前向き の授業 の試みがあって

も良 いのではないかと思 います。と ころで，現 在では微枯分は難し い もの， ε－δ式 論法

は難 しい ものとい う先入観 は生徒と いうよりむ しろ教師 の側に強く 意識さ れているように

見え ます。 そろそろ，試 行として もっと素 直に，終戦直後 の旧 制中学 校の課外 授業的な授

業があ-l て も良 い のでは ないかと思 い ます。意欲のある先 生方に期待 したい と思 います。

ｌ

佐伯 卓也

Akita University


	page1



